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(57)【要約】
【課題】　本発明は転写あるいは染められた植物柄を簡
単に曲げたり伸ばしたりでき、より自然に近い形状の葉
や花弁に、簡単な作業で誰でもが容易に成型することが
できる造花の作り方を得るにある。
【解決手段】　柔軟性のある不織紙、不織布等の不織シ
ート材に植物柄を印刷や転写、描いたり染めたり、ある
いは押し花を貼り付けて描く等のいずれかで描く植物柄
描き工程と、この植物柄描き工程後に植物柄が描かれた
不織シート材に酢酸ビニールやアクリル等の透明液体樹
脂を浸透させて乾燥させる透明樹脂浸透工程と、植物柄
描き工程後に不織シート材の植物柄の輪郭形状に切断あ
るいは透明樹脂浸透工程後に透明樹脂が浸透された不織
シート材の植物柄の輪郭形状に切断して植物柄シートに
する切断工程と、この切断工程と前記透明樹脂浸透工程
を経て該切断工程で形成された植物柄シートを曲げて、
立体的な葉や花弁に成型する成型工程とで造花の作り方
を構成している。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
柔軟性のある不織紙、不織布等の不織シート材に植物柄を印刷や転写、描いたり染めたり
、あるいは押し花を貼り付けて描く等のいずれかで描く植物柄描き工程と、この植物柄描
き工程後に植物柄が描かれた不織シート材に酢酸ビニールやアクリル等の透明液体樹脂を
浸透させて乾燥させる透明樹脂浸透工程と、前記植物柄描き工程後に不織シート材の植物
柄の輪郭形状に切断あるいは前記透明樹脂浸透工程後に透明樹脂が浸透された不織シート
材の植物柄の輪郭形状に切断して植物柄シートにする切断工程と、この切断工程と前記透
明樹脂浸透工程を経て該切断工程で形成された植物柄シートを曲げて、立体的な葉や花弁
に成型する成型工程とを含むことを特徴とする造花の作り方。
【請求項２】
植物描き工程は不織シート材の両面に植物柄を印刷や転写あるいは描いたり染めて描くこ
とを特徴とする請求項1記載の造花の作り方。
【請求項３】
切断工程は透明樹脂が浸透された不織シート材を加熱加圧して薄く透明に加工した後、植
物柄の輪郭形状に切断することを特徴とする特許請求の範囲第1項記載の造花の作り方。
【請求項４】
成型工程は植物柄を曲げて立体的な葉や花弁に成型するとともに、成型後に酢酸ビニール
やアクリル等の透明液体樹脂をコーティングして乾燥させることを特徴とする請求項1記
載の造花の作り方。
【請求項５】
アイロン等で熱を加えると容易にとけて成形することができる柔軟性のある不織紙、不織
布等の不織シート材に植物柄を印刷や転写、描いたり染めたり、あるいは押し花を貼り付
けて描く等のいずれかで描く植物柄描き工程と、この植物柄描き工程後に不織シート材の
植物柄の輪郭形状に切断して植物柄シートにする切断工程と、この切断工程で形成された
植物柄シートに熱を加えて曲げて、立体的な葉や花弁に成型する成型工程とを含むことを
特徴とする造花の作り方。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は造花の作り方に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の造花は紙や布に樹脂材を塗布して、アイロンゴテを用いて固まった樹脂を溶かすよ
うに柔らかくして葉や花弁形状に成型している。
【０００３】
　このため、紙や布は伸びが悪く加工が大変で、より自然に近い形状に加工することが難
しいとともに、無理に伸ばすとしわが出たり、折れたり、布目が現れたり、周囲がほつれ
たりするという欠点があった。
【特許文献１】特開平６－１４６１０４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　　本発明は以上のような従来の欠点に鑑み、転写あるいは染められた植物柄を簡単に曲
げたり伸ばしたりでき、より自然に近い形状の葉や花弁に、簡単な作業で誰でもが容易に
成型することができる造花の作り方を提供することを目的としている。
【０００５】
　本発明の前記ならびにそのほかの目的と新規な特徴は次の説明を添付図面と照らし合わ
せて読むと、より完全に明らかになるであろう。
　ただし、図面はもっぱら解説のためのものであって、本発明の技術的範囲を限定するも
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のではない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記目的を達成するために、本発明は柔軟性のある不織紙、不織布等の不織シート材に植
物柄を印刷や転写、描いたり染めたり、あるいは押し花を貼り付けて描く等のいずれかで
描く植物柄描き工程と、この植物柄描き工程後に植物柄が描かれた不織シート材に酢酸ビ
ニールやアクリル等の透明液体樹脂を浸透させて乾燥させる透明樹脂浸透工程と、前記植
物柄描き工程後に不織シート材の植物柄の輪郭形状に切断あるいは前記透明樹脂浸透工程
後に透明樹脂が浸透された不織シート材の植物柄の輪郭形状に切断して植物柄シートにす
る切断工程と、この切断工程と前記透明樹脂浸透工程を経て該切断工程で形成された植物
柄シートを曲げて、立体的な葉や花弁に成型する成型工程とで造花の作り方を構成してい
る。
【０００７】
本発明はアイロン等で熱を加えると容易にとけて成形することができる柔軟性のある不織
紙、不織布等の不織シート材に植物柄を印刷や転写、描いたり染めたり、あるいは押し花
を貼り付けて描く等のいずれかで描く植物柄描き工程と、この植物柄描き工程後に不織シ
ート材の植物柄の輪郭形状に切断して植物柄シートにする切断工程と、この切断工程で形
成された植物柄シートに熱を加えて曲げて、立体的な葉や花弁に成型する成型工程とで造
花の作り方を構成している。
【発明の効果】
【０００８】
　以上の説明から明らかなように、本発明にあっては次に列挙する効果が得られる。
【０００９】
（１）柔軟性のある不織紙、不織布等の不織シート材に植物柄を印刷や転写、描いたり染
めたり、あるいは押し花を貼り付けて描く等のいずれかで描く植物柄描き工程と、この植
物柄描き工程後に植物柄が描かれた不織シート材に酢酸ビニールやアクリル等の透明液体
樹脂を浸透させて乾燥させる透明樹脂浸透工程と、前記植物柄描き工程後に不織シート材
の植物柄の輪郭形状に切断あるいは前記透明樹脂浸透工程後に透明樹脂が浸透された不織
シート材の植物柄の輪郭形状に切断して植物柄シートにする切断工程と、この切断工程と
前記透明樹脂浸透工程を経て該切断工程で形成された植物柄シートを曲げて、立体的な葉
や花弁に成型する成型工程とからなるので、植物柄描き工程によって、作りたい造花の色
や模様をリアルに表現することができる。
【００１０】
（２）前記（１）によって、柔軟性のある不織シート材を用いているので、簡単に曲げた
り伸ばしたりすることができる。
【００１１】
（３）前記（１）によって、透明樹脂浸透工程によって、しわが出たり、折れたりするこ
となく、容易に曲げたり伸ばしたりする成型ができるとともに、損傷を効率よく防止する
ことができる。
【００１２】
（４）前記（１）によって、リアルな自然に近い形状や色、模様の葉や花弁を成型するこ
とができる。
【００１３】
（５）前記（１）によって、不織シート材に透明液体樹脂を浸透させているので、完成し
た造花も、いつでも好きに表情を変える修正を行なうことができる。
【００１４】
（６）請求項２も前記（１）～（５）と同様な効果が得られるとともに、表面と裏面を印
刷や転写あるいは描いたり染めて描くので、よりリアルな植物柄を作ることができる。
【００１５】
（７）請求項３も前記（１）～（５）と同様な効果が得られるとともに、植物柄を薄く、
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かつ転写や染められていない部分を透明に加工することができる。
【００１６】
（８）請求項４も前記（１）～（５）と同様な効果が得られるとともに、成型後に透明液
体樹脂をコーティングすることにより、丈夫な仕上がりになり、かつ転写や染められてい
ない部分を透明に仕上げることができる。
【００１７】
（９）請求項５も前記（１）～（５）と同様な効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面に示す本発明を実施するための最良の形態により、本発明を詳細に説明する
。
【００１９】
　図１ないし図５に示す本発明を実施するための最良の第１の形態において、１は本発明
の造花の作り方で、この造花の作り方1は柔軟性のある不織紙、不織布、フェルト等の不
織シート材２に植物柄３を印刷や転写、描いたり染めたり、あるいは押し花を貼り付けて
描く等のいずれかで描く植物柄描き工程４と、この植物柄描き工程４後に植物柄３が描か
れた不織シート材２Ａを酢酸ビニールやアクリル等の透明液体樹脂５に漬け込んだり、筆
で塗って浸透させ、自然乾燥や乾燥機で乾燥させる透明樹脂浸透工程６と、この透明樹脂
浸透工程６後に透明樹脂が浸透された不織シート材２Ｂの植物柄３の輪郭形状に切断して
植物柄シート７にする切断工程８と、この切断工程８で形成された植物柄シート７を曲げ
て立体的な葉９や複数枚の植物柄シート７を組み合わせて花弁１０形状に成型する成型工
程１１とで構成されている。
【００２０】
　上記構成の造花の作り方１は、柔軟性のある不織紙、不織布等の不織シート材２に植物
柄３を印刷や転写、描いたり染めたり、あるいは押し花を貼り付けて描く等のいずれかで
印刷や転写、描いたり染めたり、あるいは押し花を貼り付けて描く等のいずれかで描く植
物柄描き工程４を用いているので、自然に近い色や形状に柔軟性のある不織シート材２に
描くことができ、植物柄が描かれた不織シート材２Ａに透明液体樹脂５を浸透させる透明
樹脂浸透工程６や切断工程８を用いることにより、十分な強度が得られるとともに、不織
シート材部分は柔軟性を保って、曲げたり伸ばしたりできる植物柄シート７を得ることが
できる。
[発明を実施するための異なる形態]
【００２１】
　次に、図６ないし図１３に示す本発明を実施するための異なる形態につき説明する。な
お、これらの本発明を実施するための異なる形態の説明に当って、前記本発明を実施する
ための最良の第１の形態と同一構成部分には同一符号を付して重複する説明を省略する。
【００２２】
　図６および図７に示す本発明を実施するための第２の形態において、前記本発明を実施
するための最良の第１の形態と主に異なる点は、不織シート材２の両面に一致するように
植物柄３Ａを転写あるいは染めて描く植物柄描き工程４Ａを用いた点で、このような植物
柄描き工程４Ａを用いた造花の作り方１Ａを行なっても、より自然に近い葉や花弁を形成
することができる。
【００２３】
　図８および図９に示す本発明を実施するための第３の形態において、前記本発明を実施
するための最良の第１の形態と主に異なる点は、透明液体樹脂５が浸透された不織シート
材２Ｂをアイロン等によって加熱、加圧して薄く加工した後、植物柄３の輪郭形状に切断
する切断工程８Ａを行なった点で、このような切断工程８Ａを用いた造花の作り方１Ｂを
行なっても、前記本発明を実施するための最良の第１の形態と同様な作用効果が得られる
とともに、加熱、加圧することにより、不織シート材２部分を薄く、かつ透明にできる。
【００２４】
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　図１０および図１１に示す本発明を実施するための第４の形態において、前記本発明を
実施するための最良の第１の形態と主に異なる点は、切断工程８と成型工程１１との間に
植物柄シート７の裏面に植物柄３を転写あるいは染めて描く裏面植物柄描き工程１２を行
なった点で、このような裏面植物柄描き工程１２を行なった造花の作り方１Ｃを行なって
も、前記本発明を実施するための最良の第１の形態と同様な作用効果が得られるとともに
、より自然に近い造花を作ることができる。
【００２５】
　図１２および図１３に示す本発明を実施するための第５の形態において、前記本発明を
実施するための最良の第１の形態と主に異なる点は、立体的な葉9や花弁１０に成型した
後、酢酸ビニールやアクリル等の透明液体樹脂５をコーティングして乾燥させる成型工程
１１Ａを用いた点で、このような成型工程１１Ａを用いて造花の作り方１Ｄを行なっても
、前記本発明を実施するための最良の第１の形態と同様な作用効果が得られるとともに、
透明液体樹脂５のコーティングによって丈夫に仕上げることができるとともに、不織シー
ト材２部分を透明にすることができる。
【００２６】
　なお、前記本発明を実施する形態以外にアイロン等で熱を加えると容易にとけて成形す
ることができる合成樹脂繊維を含む柔軟性のある不織紙、不織布等の不織シート材を用い
ることにより、植物柄描き工程４、切断工程８、成型工程１１を行って造花の作り方を行
なってもよい。
　また、植物柄描き工程４後に切断工程８を行なった後、透明樹脂浸透工程６、成型工程
１１を行って造花の作り方を行なってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明は造花を作る産業や造花の作り方を教える産業で利用される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明を実施するための最良の第１の形態の工程図。
【図２】本発明を実施するための最良の第１の形態の植物柄描き工程の説明図。
【図３】本発明を実施するための最良の第１の形態の透明樹脂浸透工程の説明図。
【図４】本発明を実施するための最良の第１の形態の切断工程の説明図。
【図５】本発明を実施するための最良の第１の形態の成型工程の説明図。
【図６】本発明を実施するための第２の形態の工程図。
【図７】本発明を実施するための第２の形態の植物柄描き工程の説明図。
【図８】本発明を実施するための第３の形態の工程図。
【図９】本発明を実施するための第３の形態の切断工程の説明図。
【図１０】本発明を実施するための第４の形態の工程図。
【図１１】本発明を実施するための第４の形態の裏面植物柄描き工程の説明図。
【図１２】本発明を実施するための第５の形態の工程図。
【図１３】本発明を実施するための第５の形態の成型工程の説明図。
【符号の説明】
【００２９】
１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ：造花の作り方、
２：不織シート材、                                    ３、３Ａ：植物柄、
４、４Ａ：植物柄描き工程、        ５：透明液体樹脂、
６：透明樹脂浸透工程、                ７：植物柄シート、
８、８Ａ：切断工程、                    ９：葉、
１０：花弁、                                                １１、１１Ａ：成型工
程、
１２：裏面植物描き工程。
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